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・学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く、評価
の結果が児童生徒の具体的な学習改善につながっていない。

・現行の「関心・意欲・態度」の観点について、挙手の回数や毎時間ノー
トを取っているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面
を捉える評価であるような誤解が払拭し切れていない。

・教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい。
・教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力できない。
・相当な労力をかけて記述した指導要録が、次学年や次学校段階において
十分に活用されていない。

学習評価について指摘されている課題

改善の方向性

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていく。
② 教師の指導改善につながるものにしていく。
③ これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認めら

れないものは大胆に見直していく。
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学習指導要領に
示す目標や内容

思考力・判断力
・表現力等

学びに向かう力
・人間性等

知識及び技能

学習評価の基本的な枠組み

思考・判断・
表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能

観点別学習状況
評価の各観点

・観点ごとに評価し、
生徒の学習状況を
分析的に捉えるもの
・観点ごとに、ＡＢＣ
の３段階で評価

感性、思いやり
など

評 定 個人内評価

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。
・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・観点別学習状況の評価や評定には示しきれない
児童生徒の一人一人の良い点や可能性、進歩
の状況について評価するもの。
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知識･技能

知識･技能

知識･技能

知識･技能

知識･技能

知識･技能

知識･技能

知識･技能

「事実的で個別的な知識･技能」→「概念的で構造的な知識･技能」
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生きて働く知識・技能

・学習の過程を通して個別の知識を学びながら、そうした新たな知識が既得の知識及び
技能と関連付けられ、各教科等で扱う主要な概念を深く理解し、他の学習や生活の
場面でも活用できるような確かな知識

・新たな学習過程を経験することを通して更新される知識
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身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点
～三者の有機的な関連付け～

言語活動 教 材
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☆ 目 標

・適切な指導事項の設定
→学校の実態の把握

☆ 言語活動

・目標を達成するための手段

☆ 評 価

・目標に準拠した評価



５ 言語活動についての教員の適切な評価により、学習の質が
高まっている

４ 言語活動が単元を貫いており、付けたい力に合っている

３ 言語活動が単元を貫いているが活動がマニュアル的である

２ 言語活動が単元を貫いているが付けたい力に合っていない

１ 言語活動はされているが、単元を貫いていない

０ 児童の主体的な言語活動が設定されていない

言語活動が授業にどのように位置付けられているか
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２．指導改善のポイント

出題の趣旨

学習指導要領における領域・内容

報告書の活用

（平成30年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語）
＝指導事項
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

出題の趣旨を確認した上で、授業を実践
して児童に付けたい力を付ける。
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
意
見
と
理
由
を
聞
き
取
ろ
う
」
（
東
京
書
籍
）
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
明
日
を
つ
く
る
わ
た
し
た
ち
」
（
光
村
図
書
）

例えば、この単元で付けたい力が児童に付いたの
かを確認、評価するために、調査問題を活用する。
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連
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教育課程説明会の資料（Webページ）
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